
1．蝶番部のアガキが硬い場合

蝶番部を組み込んだ状態（フロントとテンプルを組んだ状態）で、蝶番部のみを温風器で暖め、
温風器から離した状態で、ヨロイ部を手で固定してテンプルの開閉を 10 回程度行ってください。
まだアガキが硬い場合は、再度温風器で暖め～テンプルの開閉を行ってください。
絶対に油等をささないでください。ゴミの付着、ヨゴレの原因になります。

2．テンプルを開閉すると蝶番部が硬くなったり、ギシギシする場合

蝶番部のアガキ面にゴミやヨゴレが付着していることが考えられます。
蝶番を外して洗浄し、再度組み込んでください。
蝶番部の脱着は、「ジュラコン蝶番の脱着方法」をご参照ください。

ジュラコン蝶番の調整方法
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